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企業のサステナビリティ戦略とビジネス・クオリティ
研究代表者山下洋史
当該総合研究は、「持続可能(サステナブル)な経営システムは、どのような企業活動から生み出さ
れるか?Jを、文理融合型の「経営品質科学」の枠組みで分析・体系化することを目標としている。
そこで、明治大学「経営品質科学研究所」を拠点に、「企業のサステナピリティ戦略とビジネス・クオ
リティ」という研究テーマの下に、活発な共同研究活動を展開し、これまで10年間の研究活動(学術
フロンテイア推進事業とオープン・リサーチ・センター整備事業)によって生み出された経営品質、
人材育成、ビジネス・コラボレーション、グローパル・ビジネス、 ITマネジメント、環境マネジメン
ト等に関する研究成果を有機的に結びつけるとともに、新たにこれらを「経営システムのサステナピ
リティ」という観点から発展させていく計画である。さらに、こうした学際的研究活動を通して、こ
れまでほとんど論じられてこなかった「サステナブルな経営システムのクオリティ」という未来志向
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的クオリティに求められる特性と構造を論じることにより、文理融合型の新たな理論的枠組みの構築
をめざしている。
そこで、初年度の2012年度は、「企業のサステナピリティ戦略とビジネス・クオリティJという新た
な文理融合型研究領域を開拓する目的を達成するため、下記のサブ・プロジェクト(以下 ISPJ)を設
置し、「サステナブル・クオリティ」に焦点を当てた学際的研究活動を展開した。これにより、 専門書
の出版、研究成果論文集の発行、研究成果の学部・大学院授業への還元(特別テーマ研究科目・特論
や学際領域特論の開講)、学会全国大会でのシンポジウムの開催・研究報告、学術誌への論文掲載等の
成果をあげることができた。
• Iビジネス・サステナピリテイ&クオリティJSP (主査:山下洋史、商学部教授、以下 IBSQ-SPJ) 
・「グローパル・ビジネス戦略JSP (主査:諸上茂登、商学部教授、以下 IGBS-SPJ) 
・「ビジネス・インフォメーション・クオリティ JSP (主査:鄭年陪、商学部助教、以下 IBIQ-SPJ) 
こうした2012年度の研究活動を通して、当該「総合研究」の基礎を固めるとともに、文理融合型研
究アプローチ(特に、経営学と情報科学・物理学の融合)により、サステナブル・クオリティの視点
からIlooselycoupled systemJの優位性を捉えるべく「低エネルギーと高エントロピーの調和問題」
に関する基本モデルを提案した。さらに、共同研究機関との連携を強化することにより、山梨学院大
学 ・共愛学園前橋国際大学とはBusinessInformation Qualityに関する共同研究を、日本大学 ・東京富
士大学とは GlobalBusiness Strategyに関する共同研究を、富士常葉大学とはBusinessSustainability 
& Qualityに関する共同研究を、それぞれ活発に行い、多くの研究成果を生み出すことができた。こ
うした当該年度の研究成果は、 20日年3月の時点で、既に学会全国大会での研究発表27件、国際シン
ポジウムでの発表4件、学術誌への論文掲載18件となっている。
また、「グローパル・ビジネス戦略JSPにおける諸上茂登主査(教授)の研究成果をまとめた「国際
マーケテイング論の系譜と新展開J(2012、同文舘)が出版され、関連学会から高い評価を得ている。
さらに、 2012年6月23日に本学で開催された日本経営倫理学会第20回全国研究発表大会のシンポジウ
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図1 当該総合研究の組織図
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ム「効果的な日本型経営倫理モデル一経営の質・倫理と CSRからの考察-Jでは、当該総合研究のメ
ンバーの出見世信之教授がコーデイネータを務めるとともに、当該「総合研究」の成果を公表し、活
発な議論が繰り広げられた。
以上のような多くの研究成果は、 2012年度研究成果報告集(新規投稿論文5本を含む)にとりまと
められ、 20日年5月に発行された。さらに、圏内では共愛学園前橋国際大学 (2013年3月)にて、ま
た海外では韓国 (2013年3月)にて、それぞれ当該「総合研究」の成果報告会を開催し、地理的に離
れた地域でも積極的に研究成果を公表した。また、 2013年3月には猿柴町校舎からグローパル・フロ
ントに「経営品質科学研究所」を移転し、当該プロジ、エクトの2年目に当たる2013年度からの研究基
盤を整備することができた。
こうした「総合研究」の研究活動は、明治大学内外の多くの方々のご理解とご協力に支えられてい
る。とりわけ、明治大学社会科学研究所・研究知財戦略機構と商学研究所の関係者の方々から多大な
るご協力をいただいたことに対して、深く感謝の意を表したい。今後も、「企業のサステナピリティ戦
略とビジネス・クオリティJという新たな研究領域の扉を開け、商学・経営学・情報科学・物理学・
経営工学の今後の発展に対して多少なりとも貢献するよう、積極的な研究活動を展開していく所存で
ある。
以上
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